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(57)【要約】
　約０．５％～約２０％のアルキルベンゼンスルホネートと、約０．５％～約１５％の水
溶性カルボキシレート含有ポリマーと、約２０％～約８０％の水溶性無機塩と、２％～１
０％の水分量と、を含有する洗剤添加押出品、前記洗剤添加押出品の製造方法、及び前記
洗剤添加押出品を含有する粒状洗濯洗剤。洗剤添加押出品類は、改善された物理的安定性
と、溶解特性と、加工し易い特性とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗剤添加押出品であって、
　（ａ）約０．５％～約２０％のアルキルベンゼンスルホネートと、
　（ｂ）約０．５％～約１５％の水溶性カルボキシレート含有ポリマーと、
　（ｃ）約２０％～約８０％の水溶性無機塩と、を含み、
　前記洗剤添加押出品の水分量が約２％～約１０％であり、前記洗剤添加押出品が約０．
２５ミリメートル～約２ミリメートルの平均横寸法及び約２～約２０ミリメートルの平均
長手寸法を有する、洗剤添加押出品。
【請求項２】
　約８～約２０個の炭素原子を含むアルキル鎖を有する脂肪酸のアルカリ金属塩約０．５
％～約２０％を更に含有する、請求項１に記載の洗剤添加押出品。
【請求項３】
　前記水溶性カルボキシレート含有ポリマーが、ポリアクリル酸、アクリル酸／マレイン
酸コポリマー、カルボキシメチルセルロース、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れる、請求項１に記載の洗剤添加押出品。
【請求項４】
　前記水溶性カルボキシレート含有ポリマーが、約１００，０００～約３００，０００の
重量平均分子量を有するカルボキシメチルセルロースである、請求項３に記載の洗剤添加
押出品。
【請求項５】
　前記洗剤添加押出品の水分量が約４％～約７％である、請求項１に記載の洗剤添加押出
品。
【請求項６】
　約０．０１％～約１％の染料を更に含む、請求項１に記載の洗剤添加押出品。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の洗剤添加押出品の製造方法であって、
　（ｉ）成分全てをミキサーで混合して、実質上均質な塊を形成する工程と、
　（ｉｉ）前記均質な塊を押出成形装置のダイプレートの穴から押出して、湿潤ストラン
ドを形成する工程と、
　（ｉｉｉ）前記湿潤ストランドを乾燥させる工程と、
　（ｉｖ）前記湿潤ストランドを特定の長さの断片に粉砕する工程と、を含み、
　前記ダイプレートの穴が約０．２５ｍｍ～約２ｍｍの平均直径を有する、方法。
【請求項８】
　前記押出成形装置が約２～約４０の長さ／直径の比及び約２ｋｗ～約１５０ｋｗの出力
を有する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の洗剤添加押出品を約０．１％～約１０％含む、粒
状洗濯洗剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルキルベンゼンスルホネートを含有する洗剤添加押出品類、その製造方法
、及びそれを含有する組成物類に関する。特に、本発明は、改善された物理的安定性と溶
解特性と全体的に低コストで加工し易い特性とを有する、洗剤添加押出品類に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗剤添加押出品類は、特定の添加成分用のキャリア類として及び／又は周知の粒状洗剤
組成物類に審美的外観を付与するために粒状洗剤組成物類に使用される。かかる洗剤添加
押出品類は、「ヌードル」形態で提供することができる。本明細書で使用するとき、用語
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「ヌードル」は、押出成形機のダイプレートの穴からペーストを押出した後、その押出品
類を所望の長さの断片に切断することによって調製される、ほぼ円筒形の粒子を指すため
に用いられる。これまでも、アルキルベンゼンスルホネートの粘着性や配合者が大層尽力
して調整する必要がある他の様々な検討事項のため、満足のいく物理的安定性と溶解速度
と全体的に低コストでの加工し易さとを有する、アルキルベンゼンスルホネートを含有す
る洗剤添加押出品類を調製しようとしてきた。例えば、製造し易さの見地から、洗剤添加
押出品類の配合ペーストは、押出成形機の穴から思い通りに押出すのに十分に可塑性でな
ければならないが、押出品類が全体として付着、湾曲、又は膨潤を生じ得るほど柔軟で粘
着性でなくてもよい。他方で、押出品類は、高価な高性能の押出成形装置類の利用を要す
るほど硬質や脆性であるべきでなく、望ましくない小さな断片にまで粉砕しようとされる
べきではない。
【０００３】
　いくつかの参照文献は高濃度の石鹸を洗剤添加ヌードル類の主成分として用いることを
提案している。しかしながら、石鹸は、通常、微温の水には容認できる溶解性を有しない
ので、かかるヌードル類の水溶性と溶解速度とが別の懸念事項となることが分かる。洗剤
添加押出品類に関する他の既知の配合類及び方法類は、押出品類の物理特性を満たす特殊
材料類及び／又は技術的に複雑である高価な押出成形装置のどちらかを必要とするため、
押出品類の総費用は高くつく。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　それ故に、全体的に低コストで、改善された物理的安定性と溶解特性と加工し易い特性
とを有する、アルキルベンゼンスルホネートを含有する洗剤添加押出品類が未だに必要と
されている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の発明者らは、詳細な調査と実験を通じて、前記要件を満たす洗剤添加押出品類
の最適化された配合を見出した。特に、本明細書における洗剤添加押出品類は、約０．５
重量％～約２０重量％のアルキルベンゼンスルホネートと、約０．５重量％～約１５重量
％の水溶性カルボキシレート含有ポリマーと、約１０重量％～約８０重量％の水溶性無機
塩と、を含み、前記洗剤添加押出品類中の水分量は、約２％～１０％であり、前記洗剤添
加押出品が約０．２５ミリメートル～約２ミリメートルの範囲である平均横寸法及び約２
～約２０ミリメートルの範囲である平均長手寸法を有する。本明細書における洗剤添加押
出品は、改善された物理的安定性及び水への溶解速度を有することが分かっている。加え
て、押出成形前の洗剤添加押出品類の塊は最適化された粘度を有しており、そのことが、
技術的にあまり複雑ではない低性能の押出成形装置の利用を可能にし、結果として、本明
細書における洗剤添加押出成形品の総費用が安価となる。
【０００６】
　本発明の別の観点では、本明細書における洗剤添加押出品は更に、Ｃ８～Ｃ２０脂肪酸
のアルカリ金属塩を約０．５重量％～約２０重量％含有する。理論に束縛されるものでは
ないが、本明細書における洗剤添加押出品類中のＣ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩は
更に押出品類を強化し、押出品の外観を滑らかにして、加工時に押出成形装置に対して潤
滑油の役目をもすると考えられる。
【０００７】
　本発明の更に別の観点では、約０．１％～約１０％の本明細書における洗剤添加押出品
類を含有する粒状洗剤組成物が提供される。
【０００８】
　本発明のなお別の観点では、洗剤添加押出品類の製造方法が提供される。本明細書にお
ける前記方法は、
　（ｉ）成分全てをミキサーで混合して、実質上均質な塊を形成する工程と、
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　（ｉｉ）前記均質な塊を押出成形装置のダイプレートの穴から押出して、湿潤ストラン
ドを形成する工程と、
　（ｉｉｉ）前記湿潤ストランドを乾燥させる工程と、
　（ｉｖ）前記湿潤ストランドを特定の長さの断片に粉砕する工程と、を包含し、
　前記ダイプレートの穴が約０．２５ｍｍ～約２ｍｍの平均直径を有する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書で使用するとき、用語「水溶性」とは、摂氏２５度の周囲条件下で少なくとも
約０．２５重量％の濃度で水に可溶性であるか、さもなくば（例えば、ミセル溶液を提供
するように）分散性である構成成分を表す。
【００１０】
　別段の指定がない限り、本明細書における全ての比、割合又は部は、重量を基準とする
。洗剤添加押出品類中の構成成分に関する全ての比、割合、及び部は、別段の指定がない
限り、洗剤添加押出品類の総重量に基づく。粒状洗剤組成物類中の他の構成成分に関する
全ての比、割合、及び部は、別段の指定がない限り、粒状洗剤組成物の総重量に基づく。
【００１１】
　アルキルベンゼンスルホネート
　本明細書にける洗剤添加押出品は、約０．５％～約２０％又は約１％～約１０％のアル
キルベンゼンスルホネートを含有する。洗剤添加押出品において、洗浄活性成分として機
能することに加えて、アルキルベンゼンスルホネート類はまた、構成成分類を互いに結合
する役割も果たす。本明細書において有用である好適なアルキルベンゼンスルホネートは
、液体及び／又は固体洗剤製品類において典型的に使用されるもののうちいずれかを含む
ことができる。代表的なアルキルベンゼンスルホネート類は、Ｃ１０～１６アルキルベン
ゼンスルホン酸類のアルカリ金属塩である。好ましくは、アルキル基は直鎖であり、かか
る直鎖アルキルベンゼンスルホネート類は「ＬＡＳ」として既知である。アルキルベンゼ
ンスルホネート類、特にＬＡＳは、当該技術分野において周知である。かかる界面活性剤
類及びそれらの調製については、例えば、米国特許第２，２２０，０９９号及び米国特許
第２，４７７，３８３号に記載されている。特に好ましいのは、アルキル基中の炭素原子
の平均数が約１１～１４である線状直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム及びカリ
ウムである。Ｃ１１～Ｃ１４ＬＡＳナトリウムは、アルキルベンゼンスルホネートの具体
例である。
【００１２】
　本明細書において非限定的な特に好ましい実施形態では、洗剤添加押出品類は、約２％
～約１０％のＣ１２直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムを含有している。
【００１３】
　水溶性カルボキシレート含有ポリマー
　本明細書における洗剤添加押出品は、約０．５％～約１５％又は約１％～約１０％の水
溶性カルボキシレート含有ポリマーを含有している。理論に束縛されるものではないが、
本明細書において有用な水溶性カルボキシレート含有ポリマーは、それが濡れた状態では
濃厚かつ粘着性になり、そして乾燥後には固体になるので、乾燥した固体原材料類を互い
に接合し、その結果、洗剤添加押出品類の物理的安定性を高めると考えられる。加えて、
水溶性カルボキシレート含有ポリマーの存在は、洗剤添加押出品類の溶解速度をも改善す
る。
【００１４】
　「カルボキシレート含有ポリマー」とは、本明細書では、ホモ－若しくは共－重合性ポ
リカルボン酸類又はそれらの塩類のように、少なくともカルボキシレート官能基を含有す
る少なくとも１つのモノマー単位を含有するポリマー又はコポリマーを意味する。かかる
カルボキシレート含有ポリマー類は、好適な不飽和モノマー類を、好ましくは酸形態で重
合又は共重合することによって調製することができる。好適な水溶性カルボキシレート含
有ポリマー類を形成するように重合することが可能な不飽和モノマー酸類としては、本明
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細書では、アクリル酸、マレイン酸（若しくは無水マレイン酸）、フマル酸、イタコン酸
、アコニット酸、メサコン酸、シトラコン酸、及びメチレンナロン酸が挙げられる。本明
細書における水溶性カルボキシレート含有ポリマー類はまた、ビニルメチルエーテル、ス
チレン、エチレン等のように、カルボキシレートラジカル類を含有しないモノマーセグメ
ント類を含有していてもよい。
【００１５】
　本明細書において特に好適な水溶性カルボキシレート含有ポリマー類は、アクリル酸由
来であり得る。本明細書において有用なかかるアクリル酸系ポリマー類は、重合されたア
クリル酸の水溶性塩類である。かかる酸形態のポリマー類の平均分子量は、約２，０００
～１，０００，０００、又は約１０，０００～１５０，０００、又は約２０，０００～１
００，０００の範囲である。かかるアクリル酸ポリマー類の水溶性塩類としては、例えば
、アルカリ金属塩、アンモニウム塩、及び置換アンモニウム塩を挙げることができる。こ
の種の溶解性ポリマー類は、既知の材料である。アクリル酸／マレイン酸系コポリマー類
もまた、好ましい水溶性カルボキシレート含有ポリマーとして使用することができる。か
かる材料としては、アクリル酸とマレイン酸とのコポリマー類の水溶性塩類が挙げられる
。かかる酸形態のコポリマー類の平均分子量は、好ましくは約２，０００～１００，００
０、又は約５，０００～７５，０００、又は約７，０００～６５，０００の範囲である。
かかるコポリマー類中のアクリレートセグメントとマレアートセグメントとの比は一般に
は約３０：１～約１：１、又は約１０：１～２：１の範囲である。かかるアクリル酸／マ
レイン酸コポリマー類の水溶性塩類としては、例えば、アルカリ金属塩、アンモニウム塩
、及び置換アンモニウム塩を挙げることができる。この種の好適なアクリレート／マレア
ートコポリマー類は既知の材料であり、１９８２年１２月１５日に公開された欧州特許出
願第６６９１５号に記載されている。平均分子量約７０，０００のマレイン酸／アクリル
酸コポリマーが特に好ましい。かかるコポリマー類は、ＢＡＳＦから商標名ソカランＣＰ
５（SOKALAN CP5）として市販されている。本明細書で使用される他の好適な水溶性カル
ボキシレート含有ポリマー類としては、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）などのセ
ルロース誘導体類が挙げられる。好ましくは、ＣＭＣポリマーの重量平均分子量は２０，
０００～５００，０００、１００，０００～３００，０００、又は１５０，０００～２５
０，０００であり、平均カルボキシメチル置換度（ＤＳ）は０．３～０．９、又は０．４
～０．８、又は０．４５～０．７である。カルボキシメチルセルロースは、ナトリウム、
カリウム、アミン類、又は置換アミン類のように、従来のカチオン類を有する塩として使
用することもできる。好適なＣＭＣポリマー類の例は、ファインフィックスＢＤＡ（Finn
fix BDA）（ノビアント（Noviant））、チロースＣＲ１５００　Ｇ２（Tylose CR1500 G2
）（クラリアント（Clariant））、カルボース（Carbose）コードＤ６５、Ｄ７２、ＬＴ
－３０、及びＬＴ－２０（ペン・カルボース（Penn Carbose））である。
【００１６】
　水溶性無機塩
　本明細書における洗剤添加押出品類は、１つ以上の水溶性無機塩類を約２０％～約８０
％含有している。本明細書における水溶性無機塩は、支持材料及び安定化剤として作用す
る。
【００１７】
　本明細書において有用な水溶性無機塩類としては、リン酸アルカリ金属塩（ポリリン酸
塩類、ピロリン酸塩類、及びガラス状の高分子メタ－リン酸塩類が例として挙げられる、
ケイ酸アルカリ金属塩、炭酸アルカリ金属塩（重炭酸塩を包含する）、硫酸アルカリ金属
塩、及びアルミノケイ酸アルカリ金属塩が挙げられるが、これらに限定されない。本明細
書における一実施形態では、洗剤添加押出品類は、約２０％～約４０％の炭酸アルカリ金
属塩と、約２０％～約４０％の硫酸アルカリ金属塩とを含有している。
【００１８】
　脂肪酸のアルカリ金属塩
　好ましい実施形態では、洗剤添加押出品類は更に、約０．５％～約２０％又は約１％～



(6) JP 2010-526202 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

約１０％の、約８～約２０個の炭素原子を有する脂肪酸のアルカリ金属塩すなわちＣ８～
Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩をも含有する。Ｃ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩は更
に前記押出品類の物理的安定性を強化し、前記押出品の外観を滑らかにして、押出成形装
置の潤滑油の役目をすると考えられる。
【００１９】
　本明細書で使用するのに好適なＣ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩としては、固形石
鹸に典型的に使用されるものが挙げられる。Ｃ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩、特に
ヤシ油と獣脂油との混合物に由来するものが好ましい。その他の脂肪類から作製されるＣ
８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩もまた、当業者には自明の通り、使用することが可能
である。本明細書における脂肪酸は、通常８～２０個、好ましくは約１２～約１８個の炭
素原子を含有している。本明細書において好ましい市販のＣ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ
金属塩類は一般に、様々な天然供給源から得られる脂肪酸の混合物系である。ヤシ油、獣
脂油、及びパーム油は、本明細書において有用なＣ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩の
有用な供給源類である。その他の好適な供給源類としては、「ヤシ油」という用語の範疇
に包含されるパーム核油及びババス核油、並びにオリーブ油、及び合成脂肪酸類、例えば
獣脂が挙げられる。本明細書において特に有用なＣ８～Ｃ２０脂肪酸のアルカリ金属塩は
、ヤシ油、パーム核油、獣脂油、及び／又はパーム油ステアリンに由来する脂肪酸類の混
合物のナトリウム塩及びカリウム塩、例えば、獣脂油ナトリウム若しくはカリウム及びヤ
シ油ナトリウム若しくはカリウムである。好ましいＣ８～Ｃ２０脂肪酸混合物類のアルカ
リ金属塩は、獣脂／（ヤシ油又はパーム核油）ナトリウム塩の重量比８０：２０～５０：
５０のものである。これらの混合物類は、水溶性、入手容易性、加工し易さ、及びその望
ましい性能特徴の観点から好まれる。
【００２０】
　その他の界面活性剤類
　前記のアルキルベンゼンスルホネート以外に、洗剤添加押出品類は更に、アルキルスル
フェート、エトキシル化アルキルスルフェート、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面
活性剤等のような、液体又は固体洗剤に典型的に使用される１つ以上の非石鹸界面活性剤
類を含有していてもよい。エトキシル化アルキルスルフェート界面活性剤類は、アルキル
エーテルスルフェート類又はアルキルポリエトキシレートスルフェート類としても知られ
ており、式：Ｒ’－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ－ＳＯ３Ｍに相当するものであり、前記式中、
Ｒ’はＣ８～Ｃ２０アルキル基であり、ｎは約１～２０であり、及びＭは塩形成カチオン
である。
【００２１】
　本明細書において有用である好適な非イオン性界面活性剤類は、液体及び／又は固体洗
剤製品において典型的に使用される従来の非イオン性界面活性剤種のうちいずれかを含む
ことができる。これらとしては、アルコキシル化脂肪族アルコール類及びアミンオキシド
界面活性剤類が挙げられる。本明細書において有用である好適なアルコールアルコキシラ
ート非イオン性界面活性剤類は、一般式：Ｒ１（ＣｍＨ２ｍＯ）ｎＯＨに相当することが
でき、前記式中、Ｒ１はＣ８～Ｃ１６アルキル基であり、ｍは２～４であり、及びｎは約
２～１２までの範囲である。本明細書において有用な非イオン性界面活性剤の他の好適な
種類には、アミンオキシド界面活性剤類が含まれる。アミンオキシド類は、当該技術分野
では多くの場合に「半極性」非イオン性物質と呼ばれる物質である。アミンオキシド類は
、式：Ｒ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＢＯ）ｚＮ（Ｏ）（ＣＨ２Ｒ’）２．ｑＨ２Ｏで表され
る。この式中、Ｒは、飽和若しくは不飽和、直鎖若しくは分枝であり得る比較的長鎖のヒ
ドロカルビル部分であり、８～２０個、又は１０～１６個の炭素原子を含有することがで
きる。Ｒ’は短鎖部分であって、好ましくは水素、メチル及び－ＣＨ２ＯＨから選択され
る。ｘ＋ｙ＋ｚが０ではない場合、ＥＯはエチレンオキシであり、ＰＯはプロピレンオキ
シであり、ＢＯはブチレンオキシである。アミンオキシド界面活性剤類は、Ｃ１２～１４
アルキルジメチルアミンオキシドで示される。
【００２２】
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　カチオン性界面活性剤類は、当該技術分野において周知であり、これらの非限定例とし
ては四級アンモニウム界面活性剤類が挙げられ、それらは２６個までの炭素原子を有する
ことができる。追加の例としては、ａ）米国特許第６，１３６，７６９号で説明されてい
るようなアルコキシラート四級アンモニウム（ＡＱＡ）界面活性剤類、ｂ）米国特許第６
，００４，９２２号で説明されているようなジメチルヒドロキシエチル四級アンモニウム
、ｃ）ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ　９８／３５００２号、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ　９８／
３５００３号、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ　９８／３５００４号、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ
　９８／３５００５号、及びＰＣＴ国際公開特許ＷＯ　９８／３５００６号で説明されて
いるようなポリアミンカチオン性界面活性剤類、ｄ）米国特許第４，２２８，０４２号、
米国特許第４，２３９，６６０号、米国特許第４，２６０，５２９号、及び米国特許第６
，０２２，８４４号で説明されているようなカチオン性エステル界面活性剤類、並びにｅ
）米国特許第６，２２１，８２５号及びＰＣＴ国際公開特許ＷＯ　００／４７７０８号で
説明されているようなアミノ界面活性剤類、具体的にはアミドプロピルジメチルアミン（
ＡＰＡ）が挙げられる。
【００２３】
　他の成分
　本明細書における洗剤添加押出品類は、洗濯洗剤類に典型的に使用される様々な他の成
分を含んでいてもよい。これらとしては、従来の洗濯洗剤組成物の構成成分類、例えば、
色素、洗浄性ビルダー類、酵素類、酵素安定剤類（プロピレングリコール、ホウ酸、及び
／又はホウ砂等）、発泡抑制剤類、汚れ懸濁剤類、汚れ放出剤類、その他の布地ケア有益
剤類、ｐＨ調整剤類、キレート剤類、スメクタイト粘土類、溶媒類、ヒドロトロープ類及
び相安定剤類、構造化剤類、蛍光増白剤類、並びに香料類が挙げられる。種々の任意の洗
剤組成物成分は、本明細書における組成物類中に存在する場合、それらの望ましい寄与を
組成物又は洗濯操作にもたらすために慣習的に使用されている濃度で利用すべきである。
しばしば、かかる任意成分の総量は、洗剤添加押出品類の約０．０１重量％～約５０重量
％、より好ましくは約１重量％～約３０重量％の範囲であることができる。
【００２４】
　特に好ましい実施形態では、洗剤添加押出品類は着色されており、色素をそれ以外の構
成成分と混合することで洗剤添加押出品類が製造される。好ましい色は、青、緑、及びピ
ンクであって、好適な色素の例としては、モナストラル・グリーン（Monastral Green）
ＢＮＶ、群青、群青と黄色顔料類との混合が挙げられる。好適には、色素は、洗剤添加押
出品類中に０．５重量％まで、又は０．０１～０．４重量％の量で存在していてよい。
【００２５】
　水分量
　本明細書における洗剤添加押出品類は、約２％～約１０％、又は約４％～約７％の水分
量を有する。驚くことに、本明細書における洗剤添加押出品類中の水分量は、前記押出品
類が所望の物理的安定性及び溶解速度を有することを確実にするのに重要であることが分
かった。具体的には、水分量が２％未満の場合、前記押出品類は砕け易くなって、望まし
くない小さな断片にまで粉砕し易い。一方、高い水分量は更に良好な物理的安定性をもた
らす場合もあるが、１０％よりも高い水分量は、洗剤添加押出品類の溶解速度と洗剤添加
押出品類の貯蔵及び輸送中の物理的安定性とを劇的に低下させ、当該洗剤添加押出品類が
全体として一塊になり易い。
【００２６】
　洗剤添加押出品類中の水分は、洗剤添加押出品類を製造するための原材料に由来する場
合があり、必要に応じて混合工程時に追加の水を加えてもよい。洗剤添加押出品類中の水
分量は、洗剤添加押出品類をオーブンにおいて１６０℃で２時間乾燥させた後でそれらの
所定量の重量損失を測定することによって求めることができる。
【００２７】
　洗剤添加押出品類の製造方法
　本明細書における洗剤添加押出品類は、
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　（ｉ）成分全てをミキサーで混合して、実質上均質な塊を形成する工程と、
　（ｉｉ）前記塊を押出成形装置のダイプレートの穴から押出して、湿潤ストランドを形
成する工程と、
　（ｉｉｉ）前記湿潤ストランドを乾燥させる工程と、
　（ｉｖ）前記湿潤ストランドを特定の長さの断片に粉砕する工程と、を包含する方法に
よって製造することができ、
　前記ダイプレートの穴が約０．２５ｍｍ～約２ｍｍの平均直径を有する。
【００２８】
　「均質な」とは、この混合物から得られる押出品類が一様な品質を有するように、押出
成形前の出発材料全ての混合物が湿り気のある均一な質感を有していることを表す。本明
細書では、当該技術分野において既知の様々なミキサー、押出成形装置、及び乾燥装置を
使用することができる。本明細書において有用な代表的なミキサーとしては、リボン型ミ
キサー類、パドルミキサー類、ロータリーミキサー類、コンクリートミキサー等が挙げら
れる。材料の混合と分散を同時に行うチョッパー刃の付いた高剪断バッチ式ロータリーミ
キサー類が好ましい。このような種類のミキサーは、粉末材料や液体材料を混合する際に
通常使用され、及び当該技術分野においても周知である。典型的な押出成形装置類は、一
軸又は二軸押出成形機類であって、これらは、主に押出成形軸方向に作動するが、プロセ
スの速度要件に応じて水平方向に作動させることも可能である。従来の押出成形装置類に
加えて、技術的にあまり複雑ではない低性能の押出成形装置も本明細書で使用することが
できる。というのも、本明細書における洗剤添加押出品類の最適化された配合によって、
かかる低コストの押出成形装置類、例えば、不二パウダル株式会社（Fuji Paudal Co. Lt
d.）製の一軸押出成型機の利用が可能となるためである。非限定的な実施形態では、本明
細書において有用な押出成形装置が２～４０の長さ／直径の比及び２ｋｗ～１５０ｋｗの
出力を有する押出成形機である。
【００２９】
　押出成形装置の有孔スクリーンから実質上均質な塊を押出すことで、約２５０マイクロ
メートル～約２ミリメートル又は約６００マイクロメートル～約９００マイクロメートル
の範囲の平均横寸法を有する湿潤ストランドが形成される。湿潤ストランド類はその後、
回転式乾燥機、ベルト式乾燥機、強制空気乾燥機、又は流動床式乾燥機での乾燥、あるい
は天日干しのような通常の乾燥プロセスによって乾燥して、所望の長さの断片に粉砕する
ことができる。乾燥後、洗剤添加押出品類の水分量は、約１０～３０％から約２～１０％
まで減少するであろう。本明細書における非限定的な実施形態では、乾燥させた後、細長
い押出品を、２ミリメートル～約２０ミリメートル、又は約３ミリメートル～約１０ミリ
メートル、又は約４ミリメートル～約９ミリメートルの範囲の平均長手寸法を有する洗剤
添加押出品類に粉砕する。
【００３０】
　好ましくは、本明細書における洗濯洗剤添加押出品類の平均的な長手方向：横方向の寸
法比は、約１：１～約１３：１、又は３：１～約１０：１である。この文脈において、「
平均的な」とは単純に数平均を指す。
【００３１】
　粒状洗剤組成物
　本発明は更に、本明細書に記載の洗剤添加押出品類を含有する粒状洗剤組成物類を提供
する。好ましい粒状洗剤組成物類は、約０．１％～約１０％、又は約０．５％～約３％の
洗剤添加押出品類を含む。洗剤添加押出品類に加えて、本明細書における粒状洗剤組成物
類は、粒状洗剤分野で通常使用される界面活性剤類、例えば、洗剤添加押出品類中の界面
活性剤構成成分に関して前述したものを約５％～約４０％含有してもよい。本明細書にお
ける粒状洗剤組成物類はまた、１つ以上の洗浄性ビルダー類を約１０重量％～約６０重量
％含有していてもよい。洗浄性ビルダー類は、当業者には周知であって、トリポリリン酸
ナトリウム、オルトリン酸ナトリウム、及びピロリン酸ナトリウム；結晶性及び非晶質ア
ルミノケイ酸ナトリウム；炭酸ナトリウム；並びに単量体及び高分子ポリカルボキシレー
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ト類、例えば、クエン酸ナトリウム、ポリアクリレート、及びアクリルコポリマー類が挙
げられる。その他の無機塩類、例えば、ケイ酸ナトリウム又は硫酸ナトリウムもまた、本
明細書における粒状洗剤組成物類に包含されていてもよい。粒状洗剤組成物類はまた一般
に、製品の性能を高める様々な添加物類、特に、漂白剤系、再付着防止剤類、蛍光剤類、
発泡抑制剤類、酵素類、及び香料類を含有していてもよい。
【００３２】
　本明細書における粒状洗剤組成物類は、洗剤添加押出品類を粒状洗剤組成物のベースパ
ウダーと共に単に混合することによって製造することができる。粒状洗剤組成物のベース
パウダーは、当該技術分野において既知のいずれかの好適な方法、例えば、標準的なスプ
レー乾燥法又はアグロメレーション法によって製造することができる。当該技術分野にお
いて既知の典型的なスプレー乾燥法又はアグロメレーション法は、前記ベースパウダーの
調製時に使用可能である。一例として、米国特許第５，１３３，９２４号（１９９２年７
月２８日発行）、米国特許第４，６３７，８９１号（１９８７年１月２０日発行）、米国
特許第４，７２６，９０８号（１９８８年２月２３日発行）、米国特許第５，１６０，６
５７号（１９９２年１１月３日発行）、米国特許第５，１６４，１０８号（１９９２年１
１月１７日発行）、米国特許第５，５６９，６４５号（１９９６年１０月２９日発行）に
記載されている方法を参照されたい。
【００３３】
　ベースパウダーを次にミキサーに入れる。洗剤添加押出品類及びいずれかの他の乾燥添
加材料類、並びに吹き付けられた材料を既知の方法でミキサーに加える。この方法に有用
である好適なミキサーは、連続的な円筒形ドラム又は商標名フォーバーグ（FORBERG）（
商標）として市販されている機器であることができ、ミキサーは通常の方法で操作するこ
とができる。
【００３４】
　試験方法
　摩損量
　洗浄添加押出品類１０グラムを秤量し、それを直径約３ｃｍ及び長さ少なくとも約８０
ｃｍの垂直管に入れる。管の底には、直径０．２ｍｍの開口部がある。この開口部から高
圧エアーを、エアー量約７リットル／分でポンプ注入する。洗剤添加押出品類はまもなく
、間断なく吹き上げられて落下する。エアーブロー処理１０分後に、洗剤添加押出品類を
全て取り出して、試料を孔径１５０マイクロメートルの篩を用いて５分間篩分けを行う。
摩損量は、元の試料の重量（１０グラム）に対する、篩を通過する押出品の量（グラム）
の割合である。
【００３５】
　溶解速度値
　洗剤添加押出品１０グラムを秤量し、それを、脱イオン水１０００ｍＬの入ったフラス
コに入れる。この溶液は、全試験期間中、設定温度２０℃とする。この溶液をブレンダー
を用い、２００ＲＰＭで攪拌し続ける。洗剤添加押出品類がこの溶液に完全に溶解して、
この溶液の伝導度が一定に達するまで、ザルトリウス（Sartorius）ＰＰ－５０伝導度測
定器によって溶液の伝導度を３０秒毎に測定する。時間（秒）に対する伝導度値の検量線
を描く。この溶液がその９５％伝導度に達した時間を、試験した洗浄添加押出品の溶解速
度値（ＲＯＤ値）として記録する。
【実施例】
【００３６】
　以下の表１に示す塊配合に従って構成成分類をフード・ミキサー（Food mixer）（フー
ドプロセッサー、型番Ｋ６００、ドイツのボーラン（Bolang）製）で約５分間混合するこ
とによってヌードル・プレミックス塊を製造する。混合物が実質上均質な状態に達した時
点で、塊を、押出成形機（一軸式、放射状のラボ用上面押出成形機、Ｌ／Ｄ＝３、出力＝
７９０Ｗ、種類ＭＧ－５５、パウダル株式会社（Fuji Paudal Co. Ltd.）製）の直径０．
８ｍｍの丸い穴の付いたダイプレートから押出することで湿潤ストランドを入手して、こ
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の湿潤ストランドを予熱したオーブン（８０℃）で乾燥させて、特定の最終水分量に到達
させる。実施例及び比較例の完成した洗剤添加押出品類の配合を表２に示す。実施例１及
び２の洗剤添加押出品類の平均長手寸法は約８ｍｍ、及び横寸法は約０．８ｍｍである。
【表１】

　１．Ｃ１２～Ｃ１６直鎖アルキルベンゼンスルホネート（Ｃ１２～Ｃ１６　ＬＡＳ）４
５％と水５５％とを含有する、ＬＡＳ界面活性剤ペースト。
　２．ヤシ脂肪族アルコールスルフェート７３％と水２７％とを含有するＡＳ界面活性剤
ペースト。
　３．約２００，０００の重量平均分子量を有するカルボキシメチルセルロースのナトリ
ウム塩。
　４．アクリル酸／マレイン酸コポリマーは、約７０，０００の重量平均分子量を有する
。
　５．石鹸は、Ｃ１６脂肪酸ナトリウムを約８０％含有し、残りは硫酸ナトリウムと水で
ある。
【表２】

【００３７】
　前記実施例及び前記比較例で調製した洗剤添加押出品類の摩損量及び溶解速度（ＲＯＤ
）値を、上述の試験法に従って調べた。試験結果を以下の表３に示す。データから分かる
ように、本発明の洗剤添加押出品は、比較例の洗剤添加押出品よりも、望ましくない破損
が少ない。加えて、本発明の洗剤添加押出品類は許容できる溶解速度をも有する。
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【表３】

【００３８】
　本明細書に開示される寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定されるものと
して理解されるべきではない。それよりむしろ、特に指定されない限り、こうした各寸法
は、列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味することを意図する。
例えば、「４０ミリメートル」として開示される寸法は、「約４０ミリメートル」を意味
するものである。
【００３９】
　「発明を実施するための形態」で引用した全ての文献は、関連部分において本明細書に
参照により組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に対する先行技術であ
ることを容認するものと解釈されるべきではない。本明細書中の用語の任意の意味又は定
義が、参照により組み込まれた文献中の同一の用語の任意の意味又は定義と相反する限り
においては、本明細書においてその用語に与えられた意味又は定義が適用されるものとす
る。
【００４０】
　本発明の特定の実施形態を例示及び説明してきたが、当業者には、本発明の趣旨及び範
囲から逸脱することなく他の様々な変更及び修正が可能であることが自明であろう。した
がって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を、添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
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